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 ただいま上程されました議案等の御説明を申し上げます前に、一言

御報告を申し上げます。 

 はじめに、新型コロナウイルス感染症につきましては、９月30日を

もって国による緊急事態宣言が解除されてから２か月が経過いたしま

したが、県民や事業者の皆様の感染防止対策への御理解と御協力など

によりまして、本県の新規感染者数は、全国の状況と同様、低い水準

が続いております。 

県におきましては、新型コロナウイルス感染症対策本部会議を開催

し、国の基本的対処方針を踏まえ、警戒度レベルの判断に使用する指

標及び目安の見直しを行ったところであり、今後は、病床のひっ迫状

況をより重視して警戒度を判断するとともに、可能な限り社会経済活

動を維持しつつ、遅滞なく必要な措置を講じて参ります。 

現在の警戒度は、レベル１の状況にありますが、年末を迎え、社会

経済活動が活発化する時期でありますので、県民や事業者の皆様には、

改めて、マスクの着用や換気、ゼロ密等の基本的な感染防止対策を徹

底していただくとともに、飲食については、「とちまる安心認証店」

を御利用いただくようお願い申し上げます。 

一方、今後の感染拡大に備えた保健・医療提供体制の整備につきま

しては、自宅療養者の治療体制、臨時医療施設の設置を含む入院等の

体制、医療人材の確保などを柱とする計画を、本日、国に提出するこ

ととしております。本計画を確実に実行し、感染拡大時においても、

陽性となった全ての患者が速やかに、かつ継続して必要な医療等を受

けることができる体制を構築して参ります。 
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今後とも、国や市町、関係機関等と緊密に連携し、必要な対策に万

全を期して参ります。 

次に、令和５年に日本で開催予定の主要国首脳会議、いわゆるＧ７

サミットにおける閣僚会合の誘致に、日光市を開催地として立候補す

ることといたしました。世界的に注目度の高い国際会議の開催を契機

として、本県の魅力を国内外に発信し、地域の活性化につなげて参り

たいと考えております。 

今後、日光の自然や歴史などの特色を生かしながら、日光市をはじ

めとする関係者と連携・協力し、誘致活動に取り組んで参ります。 

次に、先月25日にシンガポール大使館及びベトナム大使館、今月４

日にタイ大使館を訪問し、にっこりやとちぎ和牛などの高品質で魅力

ある農産物や、本県の特色ある観光情報のほか、産業団地等の優れた

投資環境についてＰＲして参りました。駐日大使からは、ホームペー

ジやＳＮＳを活用して、母国に向けて本県の魅力を発信することや一

層の交流促進を図ることなどをお約束いただきました。 

こうした取組の成果として、今月23日には、ベトナム社会主義共和

国から、ファム・ミン・チン首相をはじめ政府高官等による訪問団が

来県され、阿部議長や関係議員、経済団体等の皆様とお迎えし、会談

や昼食会を行い交流を深めたほか、併せて来県されたベトナム企業と

県内企業が参加する経済フォーラムを開催し、ベトナムの投資環境に

ついて説明を受けるとともに、本県の魅力・実力をＰＲいたしました。 

また、会談に合わせまして、ベトナム側からの提案により、日系企

業が多数進出しているビンフック省と覚書を締結し、産業分野に関す
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る相互理解を深め、経済交流の促進に努めることといたしました。 

チン首相からは、「栃木県との協力関係の発展を歓迎する」との発

言をいただくなど、今後のベトナムとの交流拡大について確かな手応

えを感じているところであります。 

引き続き、とちぎ型大使館外交等を通して、相手国や地域との経済

交流等の更なる促進を図って参ります。 

 次に、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会につきましては、来年１

月の冬季大会まで約２か月となり、国体・障スポイヤーの幕開けが目

前となりました。冬季大会では、感染防止対策を徹底する観点から、

一般観覧者の入場を制限することといたしましたが、インターネット

配信による観戦機会の提供等により大会を盛り上げ、来年10月の本大

会の成功につなげて参ります。 

また、本大会では、本県選手団の新ユニフォームに再生素材を使用

するなど、環境に配慮した大会運営を推進するとともに、来県者を日

本一のおもてなしでお迎えできるよう、引き続き、市町や関係機関と

連携しながら、開催準備に万全を期して参ります。 

次に、議案等の概要について御説明申し上げます。 

今回提出いたしました議案は、予算１件、条例10件、その他の議案

12件の計23件であります。このほか報告１件であります。 

まず、第１号議案の一般会計補正予算は、新型コロナウイルス感染

症に関し、今後の感染拡大に備えるため、患者受入医療機関における

入院病床や自宅療養者への支援体制の確保を図るとともに、介護施設

等における感染防止対策を支援するほか、当面する緊要な課題に適切
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に対処することとして編成したところであります。 

この結果、歳入歳出補正予算の総額は、64億 7,216万円となり、既

計上予算と合わせた予算総額は、１兆 1,078億 3,673万円となります。

この財源といたしましては、国庫支出金、県債、繰越金等を充てるこ

とといたしました。 

第２号議案は、自転車の安全で適正な利用の促進に関し、県の責務

等を明らかにするとともに、施策の基本となる事項を定めることによ

り、自転車が関係する交通事故の防止及び被害者の保護を図るため、

新たに条例を制定するものであります。 

第３号議案は、知事の権限に属する事務を新たに市町村に移譲する

ため、栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一

部を改正するものであります。 

第４号議案は、長期優良住宅の普及の促進に関する法律等の一部改

正に伴い、認定長期優良住宅建築等計画に基づく建築に係る住宅の容

積率に関する特例の許可申請手数料を定めること等のため、栃木県手

数料条例の一部を改正するものであります。 

第５号議案は、地方独立行政法人法に基づき、地方独立行政法人栃

木県立岡本台病院に係る重要な財産を定めるため、地方独立行政法人

栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人栃木県立リハビリテーシ

ョンセンターに係る重要な財産を定める条例の一部を改正するもので

あります。 

第６号議案は、自動運行補助施設の道路占用料を定めること等のた

め、栃木県道路占用料徴収条例の一部を改正するものであります。 
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第７号議案は、栃木県日光だいや川公園の有料公園施設の一部を廃

止するため、栃木県都市公園条例の一部を改正するものであります。 

第８号議案は、栃木県体育館を廃止するため、栃木県体育施設設置、

管理及び使用料条例の一部を改正するものであります。 

第９号議案は、栃木県宇都宮東警察署の新築移転に伴い、栃木県警

察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例の一部を改正するもので

あります。 

第10号議案は、銃砲刀剣類所持等取締法の一部改正に伴い、クロス

ボウの所持許可申請手数料を定めること等のため、栃木県警察関係手

数料条例の一部を改正するものであります。 

第11号議案は、栃木県監査委員金井弘行氏の任期が来る12月12日に

満了いたしますので、その後任として鎌形俊之氏を選任することにつ

いて、議会の同意を求めるものであります。 

第12号議案は、栃木県収用委員会委員岩見雅代氏及び関根則次氏並

びに予備委員貝塚美浩氏の任期が来る12月14日に満了いたしますので、

関根則次氏及び貝塚美浩氏を再任し、岩見雅代氏の後任として神原敦

子氏を任命することについて、それぞれ議会の同意を求めるものであ

ります。 

第13号議案及び第14号議案は、当せん金付証票の発売について、そ

れぞれ議決を求めるものであります。 

第15号議案は県有財産の譲与について、第16号議案は県有財産の取

得について、それぞれ議決を求めるものであります。 

第17号議案は、県の行う建設事業に対し市町村が負担する金額の変
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更について、議決を求めるものであります。 

第18号議案及び第19号議案は、栃木県防災館及びとちぎ青少年セン

ターに係る指定管理者の指定について、それぞれ議決を求めるもので

あります。 

第20号議案は、訴えの提起について議決を求めるものであります。 

第21号議案は、地方独立行政法人栃木県立岡本台病院中期目標を定

めることについて、第22号議案は地方独立行政法人栃木県立岡本台病

院に承継させる権利を定めることについて、それぞれ議決を求めるも

のであります。 

第23号議案は、去る10月15日付けの人事委員会勧告等に基づき、職

員の給与に関する条例等の一部を改正するものであります。 

報告第１号は、地方自治法第 180条の規定による専決処分事項の報

告であります。 

以上が、今回提出いたしました議案等の概要であります。 

何とぞ、慎重御審議の上、議決されますようお願い申し上げます。 

 


